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日本測地系から世界測地系への移行

  明治以来100年余り使われてきた「日本測地系」は膨大なデータ
をつくりだしました。地籍調査及び公共測量などかき集めればト
ータルで１億点に達するかもしれません。それらのデータの一部
は何らかの方法で新しい「世界測地系」座標へ変換し、利活用す
る必要があるでしょう。日本測地系から世界測地系への座標変換
です。その最有力座標変換ツールが「TKY2JGD」です。しかし、精
密な基準点の座標変換の利用にあたっては慎重な検討が必要です。
これまでに詳しく述べてきたところです。
　今回は、より正確な座標変換手法について考察します。つまり、
国土地理院が定めた「測地成果2000導入に伴う公共測量成果座標
変換マニュアル（以下、座標変換マニュアル）」についての解説
です。

座標変換は内挿の応用

  座標変換は、既知点の新旧座標差から内挿（補間）によって、
未知点の座標を求めます。したがいまして、下の左図のように旧
座標Ａ,Ｂ,Ｃ間及び新座標Ａ’,Ｂ’,Ｃ’間の座標差に不整合が
ない場合に成り立つ理論です。右図の旧座標ＡとＢ,Ｃ間に不整合
があります。このような場合、Ａ,Ｂ,Ｃを使って未知点Ｐの内挿
はできません。

　TKY2JGDは、三角点間の座標の不整合など地域の事情にお構いな
く座標変換パラメータを求めています。下図は関東南部における
TKY2JGDによる座標変換誤差を推定したものです。色が濃くなるほ
ど座標変換誤差が大きくなります。

 

平成３年に東京都の国家基準点が改測されました。その結果、神
奈川、千葉、埼玉など周辺の自治体の三角点座標と折り合いが悪
くなりました。また、伊豆半島の地震地帯などでは、その地殻変
動で三角点座標の不整合が大きくなっています。

座標変換マニュアル

　座標変換マニュアルによれば、日本測地系から世界測地系への
移行への手法が定められています。TKY2JGDによる座標変換もその
ひとつですが、より正確かつ確実に世界測地系へ移行する手法が、
次のように定められています。

１．測量をやり直すもので、「改測」という手法です。最も正確
　　ですが、経費がかさみます。
２．古い測量データを使って計算をやり直すもので「改算」とい
　　います。「改測」より経費が安くなりますが、古い三角測量
　　時代のデータは「改算」の対象外になるでしょう。
３．「改測」や「改算」は手間もかかりますので、公共測量の１,
　　２級基準点の世界測地系への移行が対象になります。点数の
　　多い３,４級基準点の世界測地系への移行は、 「改測」 や
　　「改算」ではなく、座標変換の手法を使います。

地域毎に適合した変換パラメータ

　TKY2JGDの座標変換パラメータは、前述のように、既知点の座標
の不整合 は無視されていました。既知点の座標間に不整合のない
狭い範囲における座標変換パラメータを求め、正確の世界測地系
への移行を行う手法が「地域毎に適合した変換パラメータ」です。
次回、詳しく考察します。

皆様のセミナーをご支援いたします。
　
アイサンテクノロジーでは、皆様の研修向けとして
以下のセミナー・プログラムをご用意しています。

■TKY2JGDと座標変換：45分～60分
・座標系と座標変換の基礎
・TKY2JGD座標変換の仕組みと座標変換精度
・ローカル座標変換の基礎と具体的座標変換の事例

■地積測量図の世界座標化：30分～50分
・基準点が旧座標系地域における場合
・登記基準点等を新設する場合
・基準点が設置されていない地域の場合

■GPS測量の実際：30分～45分
・GPS測量概要（測位原理、測量精度、電子基準点）
・FKP・VRSの測位原理など
・地積測量図の世界座標化（スタティック法、RTK法）

■GPS測量実習：２時間　
・FKP・VRSの測量実習

■最近の測量関連業の動向：15分～25分
・地籍調査と都市再生街区基本調査(16年度102億円)
・規制緩和と調査士法、ｅJapanと不動産登記法改正
・民事二課長通知3641号

■その他、ご希望によりお引き受けします。
　　
　　　　　お気軽にご連絡ください。    
　　　　　お問い合わせ先： e-mail: eigyo@aisantec.com

第20回

〒460-0003 名古屋市中区錦三丁目７番１４号　ＡＴビル

Tel 052-950-7500   e-mail: eigyo@aisantec.com

http://www.aisantec.com

本講座に関するご意見・ご要望は、k.nakane@aisantec.comまで。

中根勝見による第二弾「TKY2JGD関連！」講座

明日の調査士業務への技術講座 
NEXT SUPPORT

元国土地理院研究官
現在アイサンテクノロジー技術顧問
工学博士、技術士
世界測地座標を始めとした、測量技術の
研究を行っている。
また、セミナーや著作を通じ、実務者へ
の技術支援を積極的に行っている。
実際に問題に直面した方からの質問に回
答したＱ＆Ａが、アイサンテクノロジー
ホームページにて公開中

講師：中根勝見


